
表 紙

10月１日 現在 前月比

男 7,411人 (－26)

女 7,632人 (－30)

計 15,043人 (－56)

世帯数 5,355戸 (－22)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ６人
死亡…… 23人
転入…… ６人
転出…… 45人
婚姻…… ０組
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再生紙を使用しています。

市の人口と世帯

おばねの未来を切り拓く！
秋空の徳良湖に、重機の音が響き渡る。何台もの巨大な

重機が徳良湖の斜面を掘削する光景に、散歩途中の市民も
興味津々に立ち止まり、見学していく姿もあった。
市の重要な産業の一つ、建設業を体験し、知ってもらう

機会として行われた「徳良湖「伐根祭」」。この日初めて重
機操作を体験したという高校生たちの誰かが、将来尾花沢
のどこかで重機を乗りこなしているかもしれない。

（９月25日 徳良湖グラウンドゴルフ場付近にて)



徳良湖徳良湖「伐根祭」「伐根祭」
ば っ こ ん さ い
ば っ こ ん さ い

今年度の徳良湖まつりは、徳良湖畔に点在する施設や広場での
｢カヌー・ヨット｣｢パンプトラック・スラックライン｣｢吹きガラス・
サンドブラスト｣の体験教室を行い、コロナウイルス感染予防のた
め規模を縮小して９月25日・26日の2日間開催されました。
徳良湖を訪れた人々は、思い思いに秋の一日を楽しんでいました。徳良湖徳良湖

まつりまつり

第51回第51回
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鈴
木
家
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
牛
房
野
か
ら
養
泉
寺
の

坂
下
へ
、
そ
の
後
現
在
地
に
転
居
し
、
諸
物
品
の
買
継
や

金
融
業
を
営
み
、
京
都
・
大
坂
・
江
戸
な
ど
に
出
張
し
て

広
く
商
売
し
て
い
ま
し
た
。
元
禄
５
年
(１
６
９
２
年
)、

父
の
隠
居
に
よ
り
清
風
は
42
歳
で
家
督
を
継
ぎ
ま
す
。

清
風
は
、
河
北
町
な
ど
の
紅
花
農
家
に
融
資
し
、
お
金
で

返
済
で
き
な
い
と
き
は
紅
花
の
現
物
で
返
済
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
京
都
で
売
買
取
引
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

当
時
、
米
１
俵
が
１
両
(約
５
万
円
)に
対
し
、
紅
花

は
同
じ
重
さ
で
100
両
し
た
と
さ
れ
、
大
変
高
価
な
も
の

で
し
た
。
し
か
し
尾
花
沢
の
土
壌
に
は
合
わ
ず
、
ほ
と

ん
ど
作
付
け
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
清
風
は
金
融
業
を

営
む
中
で
高
価
な
紅
花
に
目
を
付
け
、
現
金
の
代
わ
り

に
紅
花
を
手
元
に
集
め
て
売
り
、
さ
ら
な
る
資
金
を
得

る
と
い
う
、
や
り
手
の
経
営
者
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

芭
蕉
、
清
風
歴
史
資
料
館
特
別
展

｢清
風
は
ど
ん
な
人
？
｣３
つ
の
視
点
で
ひ
も
解
く

清
風
は
若
い
う
ち
か
ら
俳
諧
に
興
味
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
29
歳
の
時
｢殘ざ

ん

月げ
つ

軒け
ん

清せ
い

風ふ
う

｣と
名
乗
り
、
俳
諧
集
の

自
費
出
版
も
し
て
い
ま
す
。
仕
事
で
京
都
や
江
戸
を
行

き
来
す
る
際
、
俳
人
た
ち
と
交
流
も
し
て
お
り
、
そ
の

縁
で
松
尾
芭
蕉
と
も
知
り
合
い
ま
し
た
。
芭
蕉
が
清
風

を
訪
ね
て
尾
花
沢
に
や
っ
て
来
て
10
泊
11
日
の
長
逗
留

を
し
た
こ
と
は
有
名
で
す
が
、
そ
の
後
清
風
が
家
業
を

継
ぎ
、
仕
事
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
る
と
、
徐
々
に

俳
諧
か
ら
は
遠
ざ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

71
歳
で
死
去
す
る
間
際
、
大
商
人
と
し
て
、
俳
人
と

し
て
、
真
宗
門
徒
と
し
て
生
き
た
清
風
が
、
本
来
の
自

分
の
帰
る
場
所
に
立
ち
返
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

鈴
木
家
は
代
々
浄
土
真
宗
の
門
徒
で
、
念
通
寺
を
菩ぼ

提だ
い

寺じ

に
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
初
め
頃
の
念
通
寺
は

草
庵
の
よ
う
な
建
物
で
し
た
が
、
清
風
が
京
都
に
行
っ

た
際
、
建
築
途
中
で
放
置
さ
れ
て
い
た
寺
院
を
見
つ
け
、

そ
の
木
材
を
買
い
取
り
船
で
運
び
、
建
立
し
た
も
の
が

現
在
の
念
通
寺
の
本
堂
に
な
っ
て
い
ま
す
。
清
風
が
お

寺
１
棟
を
寄
進
し
た
こ
と
は
、
清
風
の
信
心
深
さ
と
、

当
時
鈴
木
家
の
商
売
が
繁
盛
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。

商
人
と
し
て
の
清
風

俳
人
と
し
て
の
清
風

真
宗
門
徒
と
し
て
の
清
風

江
戸
時
代
に
紅
花
商
人
と
し
て
財
を
成
し
た
鈴
木
清
風

(本
名
鈴
木
八
右
衛
門
）。
俳
人
松
尾
芭
蕉
が
お
く
の
ほ
そ

道
の
旅
で
清
風
を
訪
ね
て
来
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
清
風
が
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
か
は
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

清
風
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
昨
年
で
300
年
。
資
料
館
で
は
、

こ
の
節
目
に
、
各
所
か
ら
集
め
た
資
料
を
も
と
に
し
た
、
清

風
の
人
物
像
に
迫
る
特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

体感！建設業の
職人技

体感！建設業の
職人技

吹きガラス・サンドブラストで自分だけのガラス細工のできあがり♥

未来のオリンピック選手かも⁉
パンプトラックを乗りこなせ！

ヨット・カヌーで
徳良湖の新たな楽しみ発見！

もっと｢清風｣を深掘りしてみよう！

｢鈴木清風没後300年｣展 11月16日(火)まで開催中
■時 間／午前９時～午後４時30分
(11月１日より午前９時30分開館）

■休館日／毎週水曜日
(11月３日(水)は開館、11月４日(木)休館
となります。）
芭蕉、清風歴史資料館☎(22)0104

※新型コロナウイルス感染状況により変更となる場合があります。
○問

清風が書いた｢譲り状之事(遺言状）」屋号｢嶋田屋｣の文字が入った半纏

辞
世

の
句

「
本

来
の
磁
じ

石 せ
き

を
知

る
や
春

の
鴈 か
り

」

９
月
25
日
、
本
市
初
と
な
る
建
設
業
を
主
役
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
『徳
良
湖
｢伐
根
祭
」』が
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
付
近
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
建
設
業
は
、
道

路
や
水
道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
、
冬
期
間
の
除

雪
作
業
な
ど
で
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
産

業
で
す
。
こ
の
業
界
を
志
す
高
校
生
と
企
業
と
を

つ
な
ぐ
機
会
を
つ
く
る
た
め
、
市
と
尾
花
沢
市
建
設

業
協
会
が
主
催
し
、
尾
花
沢
市
企
業
懇
談
会
の
協
力

と
創
学
館
高
校
の
賛
同
に
よ
り
、
建
設
業
の
技
を
体

験
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
た
ち
は
、
伐
採
し
た
木
の
根
を

抜
く
｢伐
根
｣作
業
の
熟
練
し
た
技
術
を
見
学
し
た

後
、
建
設
業
の
方
々
か
ら
指
導
を
受
け
て
重
機
や
ド

ロ
ー
ン
の
操
作
を
体
験
。
学
校
で
は
で
き
な
い
体

験
を
通
じ
て
、「
職
人
魂
｣を
肌
で
体
感
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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市税の内訳

区 分
決 算 額 比 較 増 減

令和２年度 令和元年度 金 額 増減率
市 民 税 6億1,925万円 6億4,955万円 ▲3,030万円 ▲4.7％
固定資産税 8億3,059万円 7億9,316万円 3,743万円 4.7%
軽自動車税 6,610万円 6,330万円 280万円 4.4%
市たばこ税 1億3,531万円 1億3,868万円 ▲337万円 ▲2.4%
入 湯 税 1,647万円 2,486万円 ▲839万円 ▲33.7%
都市計画税 6,712万円 6,433万円 279万円 4.3%
合 計 17億3,483万円 17億3,388万円 95万円 0.1%

特別会計の名称 収入済額 支出済額
国民健康保険特別会計(事業勘定) 22億2,983万円 19億9,031万円
国民健康保険特別会計(中央診療所) 4億8,840万円 4億3,413万円
簡 易 水 道 特 別 会 計 2億4,767万円 2億4,385万円
国営村山北部土地改良事業特別会計 222万円 165万円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 8,320万円 7,782万円
介 護 保 険 特 別 会 計 20億5,019万円 19億9,602万円
後期高齢者医療保険特別会計 2億2,374万円 2億1,483万円

合 計 53億2,525万円 49億5,861万円

基 金 の 名 称 令和２年度末現在高 令和元年度末現在高 前 年 比

積

立

基

金

財政調整基金 6億615万円 8億7,103万円 ▲ 2億6,488万円
減債基金 1億6,580万円 1億6,579万円 1万円
市民賞基金 1,161万円 1,170万円 ▲ 9万円
庁舎建設基金 0万円 4億6,956万円 ▲ 4億6,956万円
公共施設整備等基金 6億9,139万円 2億2,123万円 4億7,016万円
交通安全対策基金 2,195万円 2,195万円 0万円
地域福祉基金 2,404万円 2,404万円 0万円
心身障害者(児)福祉基金 311万円 311万円 0万円
スポーツ振興基金 4,221万円 4,421万円 ▲ 200万円
ふるさと尾花沢応援基金 6億3,045万円 4億8,865万円 1億4,180万円
山岳遭難対策基金 121万円 121万円 0万円
環境整備基金 558万円 599万円 ▲ 41万円
尾花沢市森林環境譲与税基金 1,789万円 462万円 1,327万円
国民健康保険給付基金 1億1,337万円 1億1,336万円 1万円
中央診療所医療施設整備基金 170万円 170万円 0万円
介護保険給付基金 1億9,903万円 1億6,785万円 3,118万円
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金基金 1億4,000万円 0万円 1億4,000万円

積 立 基 金 合 計 26億7,549万円 26億1,600万円 5,949万円

特別会計

基金の現在高 (令和３年３月31日現在)

●自主財源：市が自主的に収入することができるお金
●依存財源：国や県などから交付または割り当てられるお金
●国庫・県支出金：特定の事務事業に対し国や県から交付されるお金
●市 債：公共事業などで多額な資金が必要なときに長期に借り入れるお金
●実質公債費比率：標準財政規模（自治体が通常水準の行政サービスを提供するために

必要となる一般財源の目安となる数値）に対する借入金返済額等の
割合を年度ごとに算出し、３カ年平均を示したもの。

●将来負担比率：標準財政規模に対する、将来にわたって負担しなければならない借
入金返済額等の割合を示したもの。

用語の解説

令和２年度決算が市議会９月
定例会にて認定されました。効
率的な行財政運営を進めること
により、一般会計決算における
歳入歳出の差引は8億9,905万円
の黒字となりました。

収入に対する借金返済の割合
を示す実質公債費比率は、前年
から0.3ポイント上昇して6.9と
なりましたが、将来負担比率は
7.8ポイント改善し71.7となり、
健全な財政状況を維持していま
す。
今後も引き続き、後年度負担

に配慮した計画的な事業実施に
より、健全な財政の維持に努め
てまいります。

健全な財政を維持

令和２年度

決算報告
❶議会費 1億3,754万円
一般会計歳出の内訳(主な事業内容)

議員報酬、議員年金給付費負担金など

❷総務費 47億6,460万円
ふるさと暮らし応援事業3,578万円、防災対策費5,751万円、
特別定額給付金15億6,872万円

❸民生費 23億6,372万円
障害福祉サービス費3億5,959万円、子育て支援医療給付事業
4,941万円、子ども・子育て支援給付事業2億8,393万円、保
育所費(保育所運営・特別保育対策事業等)4億407万円

❹衛生費 12億8,056万円
環境衛生事業組合負担金3億7,457万円、浄化槽設置整備事業
費補助金1,528万円、後期高齢者医療費3億1,018万円、感染
症等予防事業4,439万円、健康増進事業2,381万円

❺労働費 3,577万円
シルバー人材センター運営補助金など

❼商工費 6億1,514万円
商工振興費(元気おばね商品券発行補助金等)2億2,324万円、
観光費(徳良湖周辺施設指定管理料､ふるさと交流促進協議会
補助金等)2億6,317万円、企業対策費(企業立地促進奨励金
等)5,881万円

❽土木費 19億822万円
除排雪経費(道路)9億3,848万円、社会資本整備総合交付金事
業(道路改良・流雪溝等)6,218万円、道路新設改良事業(単
独)1億9,946万円､住宅リフォーム支援事業補助金4,622万円

❾消防費 5億9,215万円
非常備消防費(消防団経費等)4,115万円、消防施設費(防火水
槽設置・消防ポンプ格納庫新築・小型動力ポンプ購入等)
6,171万円

10教育費 10億3,010万円
教育振興費1億2,081万円、学校管理費(施設管理・タブレッ
ト端末購入等)4億4,190万円

11災害復旧費 1億9,759万円

12公債費 11億5,258万円
市債の元金・利子償還

一般会計 歳入決算額
歳入合計 158億7,716万円

歳入

一般会計 歳出決算額
歳出合計 149億7,811万円

歳出
(目的別)

市税
17億3,483万円
10.9％

自
主
財
源

依
存
財
源

繰入金
16億870万円
10.1％

繰越金
9億8,572万円
6.2％

財産収入・寄附金
6億2,577万円
3.9％

分担金及び負担金
1億8,394万円
1.2％

諸収入
2億2,142万円
1.4％

使用料及び手数料
5,502万円 0.3％

地方交付税
50億1,149万円
31.6％

県支出金
9億3,567万円
5.9％

市債
7億8,880万円
5.0％

地方消費税交付金
3億6,727万円 2.3％

地方譲与税
1億3,465万円
0.9％

利子割交付金・その他
3,877万円 0.2％

❶ 議会費
0.9％

総務費
31.8％

民生費
15.8％

衛生費
8.6％

労働費 0.2％
農林水産業費

6.0％

商工費
4.1％

土木費
12.7％

消防費
4.0％

教育費
6.9％

災害復旧費
1.3％

公債費
7.7％

市民１人あたりに
使われたお金
98万3,526円

不足分は､地方交付税や
国県補助金などで措置

86万9,610円

市民１人あたりが
納めた税金
11万3,916円

令和３年３月31日現在人口
15,229人

A Report on Final Accounts ― 令和２年度 決算報告 ―

（ ）

❻農林水産業費 9億14万円
独立就農総合支援事業525万円、元気な農業支援事業費補助
金2,012万円、多面的機能支払交付金事業2億1,546万円

国庫支出金
31億8,511万円
20.1％

❷

❸

❹

❺
❻

❼

❽

❾
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11

12



令
和
３
年
叙
勲

故
草
刈

く
さ
か
り

啓ひ
ら
く

氏
(六
沢
２
)
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各分野で長年の功労や日頃の地域活動等への取組み
が認められた方々が、叙勲・表彰を受けられました。
おめでとうございます。 叙勲・表彰

故
草
刈
啓
氏
が
地
方
自
治
功
労
に
よ
り

「
旭
日
単
光
章

き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

」
を
受
章
さ
れ
、
９
月
16
日

に
ご
自
宅
で
叙
勲
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
平
成
７
年
７
月
か
ら
平
成
19
年
７
月

ま
で
、
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
尾
花
沢
市
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
、
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員

長
、
厚
生
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、
監
査
委
員

等
を
歴
任
し
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
本
市
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
す
と
共
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

※
旭
日
章

き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う

…
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功
労

が
あ
り
、
特
に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
方
に
授

与
さ
れ
る
章
で
す
。

▲９月16日に故草刈氏の自宅を訪問し、叙勲伝達を行いました。

教
育
委
員
と
し
て
10
年
以
上
在
職
し
、
教
育

行
政
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
森
山

千
洋
氏
が
山
形
県
知
事
お
よ
び
山
形
県
教
育
長

よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

森
山
氏
は
、
平
成
22
年
12
月
27
日
か
ら
10
年

に
わ
た
り
、
尾
花
沢
市
教
育
委
員
と
し
て
本
市

教
育
行
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
学
校

統
合
で
の
地
域
住
民
と
行
政
と
の
調
整
や
、

「
尾
花
沢
市
教
育
等
の
振
興
に
関
す
る
大
綱
」

の
策
定
お
よ
び
「
小
中
学
校
の
あ
り
方
に
関
す

る
基
本
方
針
(案
)」
の
策
定
な
ど
、
こ
れ
か
ら

の
本
市
教
育
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
本
市
の
教
育
委
員
と
し
て
尾
花
沢
の

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り
に

ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
。▲８月26日に教育長より感謝状の伝達が行われ、賞

状を手にする森山千洋氏(写真右側)

寺
内
地
区
の
住
民
た
ち
が
地
区
内
の
環
境
美

化
活
動
等
を
目
的
に
組
織
し
て
い
る
「
寺
内
花

街
道
」。
平
成
17
年
の
結
成
当
時
か
ら
現
在
ま

で
、
長
年
に
わ
た
り
寺
内
地
区
内
の
道
路
沿
線

の
花
の
植
栽
や
道
路
清
掃
、
冬
期
間
の
歩
道
除

雪
な
ど
の
活
動
を
、
住
民
み
ん
な
で
協
力
し
て

行
っ
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
国
土
交
通
大

臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
毎
年
８
月
１
日
〜
８
月
31
日

の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
行
事
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
道
路
交
通
の
安
全
や

正
し
い
利
用
、
道
路
愛
護
等
の
活
動
に
努
め
、

そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な
民
間
の
団
体
ま
た
は

個
人
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲９月８日、寺内地区の各区長が市役所を訪れ、市長に受賞の
報告を行いました。
写真右側から順に溝越久雄寺内第２区長、落合博信寺内第３
区長、筧益夫寺内第１区長。

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
国
土
交
通
大
臣
感
謝
状

寺
内
花
街
道
が
受
賞

山
形
県
市
町
村
教
育
委
員
会
委
員
等
感
謝
状

森
山

も
り
や
ま

千
洋

ち
ひ
ろ

氏
(押
切
)

㈱
山
陽
精
機
(本
社
：
埼
玉
県
朝
霞
市
)

が
、
尾
花
沢
市
に
２
カ
所
目
の
工
場
を
建

設
す
る
た
め
、
９
月
22
日
に
「
福
原
工
業

団
地
売
買
契
約
書
リ
モ
ー
ト
調
印
式
」
を

行
い
ま
し
た
。

市
内
延
沢
に
あ
る
現
工
場
で
は
、
配
水

管
や
農
業
ハ
ウ
ス
用
パ
イ
プ
、
自
動
車
の

ホ
イ
ー
ル
や
マ
フ
ラ
ー
等
を
成
形
す
る
た

め
の
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ロ
ー
ル
（
回
転
す
る

金
型
）
の
設
計
・
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
工
場
で
は
、
現
工
場
で
製
造
さ
れ
た
ロ

ー
ル
を
組
み
込
ん
だ
成
形
機
械
の
開
発
製

造
・
試
運
転
等
を
行
う
予
定
で
す
。

福
原
工
業
団
地
に
進
出
と
な
っ
た
企
業

は
こ
れ
で
16
社
目
。
市
は
引
き
続
き
地
域

産
業
発
展
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

㈱
山
陽
精
機

福
原
工
業
団
地
に
工
場
建
設
決
定

▲調印式は㈱山陽精機本社と山形工場とをインター
ネットでつないで行われました。二宮伸夫代表取
締役社長は、「会社理念にあるように、地域貢献
のもと、将来にわたり尾花沢市と共に発展を目指
します」とあいさつしました。

北
村
山
森
林
組
合
が
、
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
と
知
育
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

木
製
ブ
ロ
ッ
ク
２
セ
ッ
ト
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

木
製
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
県
産
木
材
を
使

用
し
て
県
内
の
事
業
者
が
製
造
し
て
い

る
も
の
で
、
木
材
特
有
の
ぬ
く
も
り
が

子
ど
も
た
ち
の
手
に
な
じ
み
、
楽
し
く

遊
ん
で
く
れ
そ
う
で
す
。

い
た
だ
い
た
木
製
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
尾

花
沢
市
地
域
子
育
て
等
拠
点
施
設
「
Ａ

Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ａ
」
と
尾
花
沢
市
病
児
・
病
後

児
保
育
施
設
「
な
な
い
ろ
」
で
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲９月８日に市役所を訪れ、木
製ブロックを寄贈された佐藤
里美北村山森林組合代表理事
組合長（写真右側）

㈱
尾
花
沢
タ
ク
シ
ー
が
、
今
年
６
月

で
会
社
設
立
45
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

記
念
し
、
市
民
の
た
め
に
何
か
で
き
れ

ば
と
の
思
い
か
ら
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
る
徳
良
湖
畔
で
使
用
で
き

る
よ
う
に
と
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
（
モ
ト
ク
ロ
ス

用
自
転
車
）
３
台
を
市
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
Ｂ
Ｍ
Ｘ
は
、
大
人
用
２

台
と
子
ど
も
用
１
台
。
今
年
７
月
、
徳

良
湖
畔
に
若
者
向
け
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
徳
良
湖

パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
」
で
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▲９月28日市役所を訪れ、市長にＢＭＸ（モトクロス用
自転車）を手渡す㈱尾花沢タクシー渡会友補代表取締
役（写真左側）。

北
村
山
森
林
組
合

木
製
ブ
ロ
ッ
ク
寄
贈

㈱
尾
花
沢
タ
ク
シ
ー

Ｂ
Ｍ
Ｘ
(モ
ト
ク
ロ
ス
用
自

転
車
)寄
贈

※撮影のため、一時的にマスクを外している写真があります。
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９/23
能登守
のとのかみ

まつり
郷土の遺産を守り続ける

｢かぼちゃころがし｣で地区民の安寧
あんねい

を祈願
コロナもころがって行け～!９/21

パークゴルフ大会
はつらつ元気に
ナイスショット！９/12

ひまわり保育園秋の大運動会
元気いっぱい、走って踊って９/17

運動会シーズンの秋、ひまわり保育園では
市体育館で秋の大運動会が開催されました。
日頃の練習の成果を発揮して元気に走り、踊
りを披露する園児たち。応援する保護者はわ
が子の成長した姿に見入っていました。

パークゴルフはグラウンドゴルフと似てい
ますが、地面に穴のあいたホールを使うとい
う違いがあります。31人の参加者は互いに競
い合いながらも、ナイスプレーには称賛の声
を送り、心地よく体を動かしました。

延沢城跡保存会による能登守まつりが行わ
れました。常盤小学校で霧山太鼓クラブの演
奏を聴いた後、約25人が延沢城本丸に登城。
延沢城城主能登守の碑に祈祷し、郷土文化の
保存・伝承の大切さを再認識しました。

丹生地区にある八幡神社で、旧暦の８月15
日に毎年行っている「かぼちゃころがし」。
つるべ落としの夕暮れ、皆で境内から参道の
石段にかぼちゃを転がし、健康長寿、無病息
災、コロナ終息を祈願しました。
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載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便(※アイコンをクリック) → 最新の記事 → ニュース特急便

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

満月の大きなお月様が出た頃、名木沢地区
では子どもたちと親たちが一緒に「まめあげ
だがわ～」と言いながら、各家庭を回って豆
やイモやお菓子をもらいました。昭和30年頃
まで市内各地で行われていた行事で、名木沢
の一部で今も続いています。子どもたちは袋
いっぱいのお菓子をもらってご満悦でした。

９/21

第１分団第８部（横内）と第５分団第４部
（細野・峰岸）に小型動力ポンプが交付されま
した。最新式のポンプは電子制御装置となり、
低騒音や低燃費で環境性能が向上したほか、
火災現場でより効率的な活動ができ、負担軽
減にもつながります。団員たちは最新式のポ
ンプの説明に真剣に耳を傾けていました。

消防団ポンプ交付式
最新式小型動力ポンプで
地域を守る！９/29

名木沢地区で豆名月
まめめいげつ

行事
｢まめあげだがわ～♪」

徳良湖畔にある高宮牧場のそば畑で、豊作
祈願祭が行われました。神事では、巫女舞奉
納で自然の恵みに感謝し、そばの豊作を祈願。
そば研究会「ゆう遊三味会」では、「原種最上
早生」の栽培からお店での提供まで「オール
尾花沢産」のそばにこだわっています。格別
の新そばが味わえるのは11月からです。

９/16

宮沢小５、６年生が、「さわのはな」の稲刈
りを行いました。農事組合法人「魁」にご指
導いただき、鎌での刈り取りや、刈った稲の
束ね方に挑戦。「さわのはな」は、稲が倒伏し
やすいなどの理由でごく一部でのみ栽培され
ているので“幻の米”と呼ばれています。無事
収穫でき、食べるのを楽しみにしていました。

宮沢小学校稲刈り体験
幻のコメ
待ちに待った収穫９/21

そば豊作祈願祭
待ち遠しい新そばの味・香り
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北村山高校の新たな挑戦!!
『育む情報活用能力』

『キ
タ
ム
の
情
報
発
信
基
地
』

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
北
村
山
高
校

生
徒
会
が
運
営
す
る
Tw
itterや

Instagram
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い

た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
生
徒
会
が
、
北
村
山
高
校
の
楽
し

い
学
校
生
活
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

『育
む
情
報
活
用
能
力
』

北
村
山
高
校
初
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ

グ
ッ
ズ
が
登
場
し
ま
し
た
。
中
身
は

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
な
り
ま
す
が
、
北
村

山
高
校
の
入
学
に
関
わ
る
相
談
会
へ

も
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
正
し
い
情
報
活
用
能
力

を
身
に
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

今
回
の
グ
ッ
ズ
づ
く
り
は
私
た
ち
に

と
っ
て
大
変
勉
強
と
な
る
機
会
で
し

た
。今

後
も
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
、

北
村
山
高
校
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
お

伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『コ
ロ
ナ
禍
で
も
』

私
た
ち
北
村
山
高
校
生
の
２
学
期

の
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
２

学
期
の
始
業
式
や
３
年
次
の
進
路
達

成
激
励
会
は
校
内
放
送
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
内
郭
嘉
校
長
先
生
、
佐
藤

隆
志
３
年
次
主
任
か
ら
の
、
厳
し
い

中
に
も
温
か
み
溢
れ
る
励
ま
し
の
言

葉
に
、
新
た
な
力
が
湧
き
ま
し
た
。

生
徒
一
丸
と
な
っ
て
応
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

生徒会がつくる 北村山高校情報発信サイト!!!

放送による２学期始業式 学園祭に向けて話し合う生徒会執行部 北村山高校初「ノベルティグッズも登場」

東
京
も
朝
晩
だ
い
ぶ
涼
し

く
な
り
秋
の
気
配
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
故
郷

尾
花
沢
も
稲
刈
り
が
始
ま
っ

て
い
る
時
期
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

こ
の
夏
も
新
型
コ
ロ
ナ
は
猛
威
を
振
る
い
様
々
な
と
こ
ろ
に

影
響
が
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
無
観
客

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ラ
テ
コ
ン
ド
ー
に
は
太
田
渉
子
さ
ん

が
出
場
し
、
残
念
な
が
ら
メ
ダ
ル
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

頑
張
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

首
都
圏
尾
花
沢
会
で
は
９
月
26
日
に
今
年
度
の
総
会
を
開
催

す
る
予
定
で
し
た
が
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東

京
都
の
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
に
次
ぐ
延
長
で
や
む
を
得
な
い

判
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
皆
が
元
気
に
笑
顔
で

集
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

９
月
に
入
り
感
染
者
数
は
減
っ
て
お
り
、

緊
急
事
態
宣
言
も
解
除
さ
れ
る
見
通
し
で

す
が
ウ
イ
ル
ス
も
変
異
し
て
き
て
い
ま
す
。

感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
日
々
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

首
都
圏
尾
花
沢
会
近
況

首都圏尾花沢会
副理事長

伊藤 和弘 さん
(行沢出身)

６
年
２
組
の
ク
ラ
ス
目
標
は
、「
い
つ

で
も
協
力

ク
ラ
ス
み
ん
な
で

ラ
イ
ト

の
よ
う
に
輝
こ
う
」
で
す
。
５
月
の
陸
上

記
録
会
や
６
月
の
修
学
旅
行
、
９
月
の
秋

季
大
運
動
会
な
ど
、
思
い
出
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
心
に
残
っ
て
い

る
の
が
、
６
年
生
で
創
っ
た
運
動
会
で
す
。

今
年
の
運
動
会
は
、
看
板
も
６
年
生
で
描

き
、
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
10
月
か
ら
後
期

が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
小
学
校
の
卒
業
ま
で
、

あ
と
半
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

22
人
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

( )尾花沢小学校
６年２組(22人)

いつも元気で、楽しく
にぎやかな22人です。学
年のテーマ「やれること
は全部やる」で、様々な
ことに挑戦している日々
です。卒業まで、残り半
年。今に全力で、１歩ず
つ進んでいきましょう。

阿部 正幸 先生

｢輝
く
１
年
に
」

尾花沢小６年

(上町４)
髙野 悠斗 さん

ゆう と

※撮影のため、一時的にマスクを外しています。３年次の進路激励会

Twitter

Instagram



お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
開
催
日
の
お
知
ら
せ

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
等
、
介

護
・
医
療
の
専
門
職
が
お
話
を
伺
い
ま

す
。
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
な
ど
相

談
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
ご
利
用
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用

等
、
感
染
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

■
期
日
／
11
月
８
日
(月
)、
11
月
24
日

(水
)、
12
月
14
日
(火
)、
１
月
14
日

(金
)、
１
月
26
日
(水
)、
２
月
10
日

(木
)、
２
月
25
日
(金
)、
３
月
15
日

(火
)

■
時
間
／

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

■
会
場
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
東
光
館

問
福
祉
課
介
護
福
祉
係

【内
線
161
〜
163
】

自
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
ご
家
族

を
対
象
に
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
25
日
(木
)

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
東
光
館
大
会
議
室

■
対
象
者
／
要
介
護
３
・
４
・
５
、
認

知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

Ⅲ
・
Ⅳ
、
Ｍ
に
該
当
す
る
方
を
自
宅

で
介
護
し
て
い
る
ご
家
族

■
内
容
／
チ
ェ
ロ
鑑
賞
と
リ
ハ
ビ
リ
で

心
と
体
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
11
月
17
日
(水
)ま
で
左

記
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
(23
)３
６
６
０

家
族
介
護
者
交
流
会

参
加
者
募
集

チ
ェ
ロ
鑑
賞
で
心
と
体
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

【市報・おばなざわ 2021.10.15】－1415－【市報・おばなざわ 2021.10.15】

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
敷
金
／
入
居
時
家
賃
の
３
カ
月
分

■
受
付
期
間
／
10
月
15
日
(金
)〜

10
月
29
日
(金
)

■
入
居
決
定
／

優
先
入
居
ま
た
は
公
開
抽
選

■
入
居
時
期
／
12
月
上
旬
頃

※
入
居
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

じ
か
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
住
宅
係
【内
線
287
】

お
ば
な
ざ
わ
ペ
ア
レ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
講
座

お
子
さ
ん
の
ほ
め
方
の
コ
ツ
を
一
緒

に
学
び
ま
せ
ん
か
？

■
期
日
／
11
月
11
日
(木
)、
11
月
24
日

(水
)、
12
月
９
日
(木
)、
12
月
23
日

(木
)の
４
回
講
座

■
時
間
／
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
５
人

問
健
康
増
進
課
【内
線
622
】

市
役
所
の
避
難
訓
練
実
施
に
つ
い
て

市
役
所
で
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

火
災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
28
日
(木
)

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

■
内
容
／
避
難
誘
導
、
初
期
消
火
訓
練
、

通
報
訓
練
(予
定
)

問
財
政
課
財
産
管
理
係
【内
線
243
】

沿
道
地
権
者
の
皆
様
へ

樹
木
伐
採
お
よ
び
枝
打
ち
の
お
願
い

冬
季
は
積
雪
に
よ
る
倒
木
が
発
生
し

や
す
く
、
道
路
通
行
上
支
障
と
な
る
事

例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
原

因
と
な
り
車
両
や
歩
行
者
に
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
土
地
所
有
者
が
賠
償
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

所
有
さ
れ
て
い
る
土
地
に
、
通
行
の

妨
げ
に
な
る
木
が
あ
る
場
合
は
、
降
雪

前
の
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
除
雪
作
業
は
高
さ
３
・
５
ｍ

の
ド
ー
ザ
ー
で
行
い
ま
す
の
で
、
樹
木

の
枝
が
道
路
上
空
に
出
て
い
る
場
合
は

枝
打
ち
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
樹
木
伐
採
に
つ
い
て

•
冬
季
の
伐
採
は
危
険
で
す
。
降
雪
前

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

•
電
線
等
が
近
く
に
あ
る
場
合
は
、
安

全
の
た
め
東
北
電
力
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

☎
０
１
２
０
(175
)３
７
７

問
建
設
課
維
持
管
理
係

【内
線
282
、
283
】

東
北
電
力
フ
リ
ー
コ
ー
ル

家
屋
を
新
築
・
増
築
・
取
り
壊

し
た
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、
１

月
１
日
現
在
で
所
有
す
る
資
産
が
課
税

対
象
に
な
り
ま
す
。
家
屋
の
存
否
確
認

の
た
め
、
取
り
壊
し
た
際
に
は
届
出

（
家
屋
滅
失
届
）
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
忘
れ
ず
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
さ
れ
な
い
と
、
取
り
壊
し
た

家
屋
に
引
き
続
き
課
税
さ
れ
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

※
大
雪
・
災
害
等
で
倒
壊
し
た
家
屋
に

つ
い
て
も
届
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
新
築
・
増
築
を
行
っ
た
場
合
、

家
屋
の
評
価
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
税
務
課
資
産
税
係

【内
線
126
、
127
】

令
和
４
年
度
簡
易
電
気
柵
設
置
費

補
助
の
事
前
申
込
受
付
し
ま
す

令
和
４
年
度
中
に
野
生
鳥
獣
（
サ

ル
・
イ
ノ
シ
シ
等
）
か
ら
農
作
物
を
守

る
た
め
設
置
す
る
簡
易
電
気
柵
の
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

左
記
の
と
お
り
、
事
前
申
込
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
農

林
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
／
個
人
、
団
体

■
補
助
率
／
設
置
費
の
２
分
の
１
以
内

(上
限
20
万
円
)

■
申
込
用
紙
／
農
林
課
内
に
設
置

■
申
込
期
限
／
11
月
30
日
(火
)

※
期
限
以
降
申
込
の
場
合
、
補
助
額
が

減
額
と
な
り
ま
す
。

問
農
林
課
農
村
林
務
係
【内
線
144
】

北
村
山
公
立
病
院
職
員
採
用
選
考
試
験

■
試
験
職
種
（
採
用
人
数
）
／
看
護
師

(若
干
名
)、
臨
床
検
査
技
師
(１
名
)

■
受
付
期
間
／
10
月
１
日
(金
)〜
令
和

４
年
１
月
31
日
(月
)

■
受
付
時
間
／
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

■
試
験
日
／
11
月
19
日
(金
)、
12
月
17

日
(金
)、
１
月
21
日
(金
)、
２
月
18

日
(金
)の
い
ず
れ
か
１
日

■
受
験
資
格
／
平
成
３
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
既
に
当
該
職

種
の
資
格
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

等
※
申
込
方
法
等
詳
細
は
HP
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
村
山
公
立
病
院
経
営
管
理
課
総
務
係

☎
(42
)２
１
１
１

第
76
回
県
美
展
・
第
63
回
こ
ど
も
県
展

大
石
田
巡
回
展
の
開
催

北
村
山
地
区
の
出
品
者
を
中
心
と
し

た
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
27
日
(水
)〜
11
月
１
日

(月
)午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

■
場
所
／
大
石
田
町
「
虹
の
プ
ラ
ザ
」

■
入
場
料
／
一
般
…
200
円
、
高
校
生
…

100
円
、
小
中
学
生
…
50
円

問
大
石
田
町
教
育
委
員
会
教
育
文
化
課

☎
(35
)２
１
１
１
【内
線
613
】

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

無
料
鑑
賞
券
の
申
込
者
募
集

■
日
時
／
11
月
20
日
(土
)午
後
７
時
〜

■
場
所
／
山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

■
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
①
郵
便
番
号

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を
明
記
し
、

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
係
へ
郵
送

※
市
内
在
住
の
方
が
対
象
(１
人
１
枚

ま
で
)。
当
選
者
に
つ
い
て
は
、
鑑

賞
券
の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
申
込
締
切
／
10
月
29
日
(金
)必
着

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
係

【内
線
328
】

令
和
３
年
10
月
１
日
号
市
報
お
知
ら
せ

版
に
掲
載
の
「
行
政
相
談
週
間
」
の
記
事

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。お
詫
び
し
て
訂
正
致
し

ま
す
。

正
）
行
政
相
談
委
員
／
鈴
木
公
子
氏
、

大
髙
正
史
氏

お
詫
び
と
訂
正

市営住宅 入居者募集
募集住宅 所在

地区
戸
数 概 要 家 賃

(月額)
駐車場
使用料 特記事項

長根下住宅
２号棟

(ＲＣ造４階建)
新町 ３ 昭和55年建築／３・４階

３ＤＫ
16,200～
31,900円 なし

•
一
般
世
帯
向

•
単
身
入
居
可

(た
だ
し
、高
齢
者
･障
が
い
者
等
)

荒楯第２住宅
１号棟

(ＲＣ造４階建)
荒楯 ２ 平成10年建築／４階

３ＤＫ
22,700～
44,500円

月額
600円

荒楯第２住宅
２・３号棟

(ＲＣ造３階建)
荒楯 １ 平成12年建築／３階

３ＤＫ
22,200～
43,600円

月額
600円

下新田団地
(ＲＣ造４階建) 上町 １

平成13年建築／２階
２ＬＤＫ

エレベーター有
22,700～
44,700円

月額
2,600円
(屋内)

宮
城
･山
形
｢ル
ー
ト
３
４
７
秋
め
ぐ
り
｣

ド
ラ
イ
ブ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
２
１

国
道
347
号
で
結
ば
れ
た
尾
花
沢
市
と

大
石
田
町
、
宮
城
県
加
美
町
の
ド
ラ
イ

ブ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情

報
に
よ
る
ス
タ
ン
プ
ゲ
ッ
ト
方
式
で
す
。

■
期
間
／
11
月
30
日
(火
)ま
で

■
場
所
／
尾
花
沢
市
、
大
石
田
町
、
宮

城
県
加
美
町
の
各
立
寄
り
ス
ポ
ッ
ト

■
参
加
方
法
な
ど
／
各
ス
ポ
ッ
ト
の
紹

問
商
工
観
光
課
【内
線
251
】

加
美
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

☎
０
２
２
９
(25
)７
５
５
０

介
、
ユ
ー
ザ
ー
登
録
は

下
記
QR
コ
ー
ド
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。


